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Discover Kagawa through Science and English 
 

        代表者  橋井 圭介 （農学部応用生物科学科３年） 

 

 

 

１．目的と概要 

 このプロジェクト事業では、文部科学省で発表された 2020 年を目標に新たな英語教育を

展開するという計画に先駆け、新たな英語教育の一環として、そして香川の高校生にもっ

と香川県、さらには香川大学のことを知ってもらうため、『香川県の環境、特産に関する』

全英文の本の作製を行いました。近い将来必須の能力になると考えられる英語で、高校生

が自分の故郷「香川」について説明できるようになることを最終目標に、写真、イラスト

などを多用することで、興味を持ってもらえる内容としました。本の内容としては、 (１)

香川県における水不足の問題、(２) 香川名物うどん、 (３) 農学部が研究している希少糖

の以上３点を取り上げ、香川大学農学部の私たちにしか作れない本を作製しました。また、

作製した本を高校や大学の図書館などに設定して頂くことにより、地域貢献にも携われる

ようなプロジェクトとしました。 
 
 
２．実施期間（実施日） 

平成２６年５月８日 から 平成２７年３月３１日まで 
 
 
３．成果の内容及びその分析・評価等 
 このプロジェクト事業は、大きく分けて（１）最新情報の収集・文章推敲、（２）英語

での執筆、（３）県内の高校への報告、以上３つの活動内容に分けられるため、それぞれ

について報告させていただきます。また、完成した本を少し紹介させていただきます。 

 

（１）最新情報の収集・内容推敲 

目的 

 水、うどん、希少糖にまつわる香川大学農学部で行われている最先端の研究内容や香川

県の現状に関する確かな情報を記載することを目標としました。また、高校生に香川県だ

けではなく、香川大学にも興味を持ってもらえることを目的とした本の内容構成にしまし

た。 

 



 

 

内容 

 確かな情報を得るために、インターネットからの情報はなるべく使用せず、香川大学農

学部の先生から直接伺った内容を記載し、またリアルな研究の現場や最先端の研究内容を

伝えられるような写真を撮影し、使用しました。大学の機関だけでなく、水の分野に関し

ては、ダムを訪問しお話を伺いました。研究などの専門的な内容は、高校生が興味を持て

るような部分をピックアップし、理解しやすいように工夫して文章を考えました。 

 

反省・感想 

 多くの先生方から研究内容を伺うことができたため、充実した内容の本になったと思い

ます。先生方からお聞きした内容を全て書ききれなかったのは残念ですが、高校生が興味

を持てる内容になったと思います。 

 

 

（２）英語での執筆 

目的 

 高校生が香川県について英語で説明できること、英語勉強の助けになる本を作製するこ

とが最終目標であるため、本の内容はもちろん、英語の文法に関しても、高校生が理解で

きる内容にすることを目標に行いました。 

 

内容 

 取材に基づいた内容を、高校生にわかりやすい文法に翻訳した後、農学部の准教授 Peter 

Lutes 先生と、William Seil 先生に英文法のチェック、内容の確認を行ってもらい、何度

も書き直し、文章の推敲を行いました。 

 

反省・感想 

 正しい英語の文法や、高校生向けに説明するのは難しく、先生方にチェックをお願いし、

書き直し、再チェックをしてもらうという作業を繰り返し、かなり多くの時間がこの翻訳

作業にかかってしまいました。しかし、英語の文法的にも問題のない、わかりやすい表現

を多用した読みやすい本になったと思います。 

 

 

（３）県内の高校への報告 

目的 

 完成した本を県内の高校に配布するだけではなく、香川県出身のメンバーの出身校を訪

問し、本の内容を紹介することを目的としました。さらに、高校訪問の際、英語でプレゼ

ンテーションを行うことで、高校生に私たちの本を紹介するだけでなく、英語で交流する

ことも目的としました。 

 

 



 

 

内容 

 県内の全高校に完成した本を３月中に送る予定です。また、高校訪問については、香川

出身のメンバーの出身高校である高松高校を２月１７日に訪問し、本の紹介のプレゼンテ

ーションを高松高校の１年生、２年生に英語で行いました。また、土庄高校、三木高校に

も３月中に訪問し、同じようにプレゼンテーションを行う予定です。 

 

反省・感想 

 高校を訪問し、英語に対する意見交換をしました。英語に対する苦手意識は、私たちが

高校生の時に抱いていたものと同じでした。訪問時に行った英語での交流や、本を紹介し

た際に私たちの本に興味を持ってくれたことから、英語に対する意識の変化が期待できる

と感じました。 

 

 

完成した本の内容 
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目次 

 

 

水 うどん  希少糖 

 

上記に、完成した本の内容の一部を載せました。私たちの本は、目次などを含む全 50ペー

ジから構成されています。 

 

 



 

 

４．この事業が本学や地域社会等に与えた影響 

 この本作製プロジェクトにより、香川大学の図書館、県内の高校の図書館に私たちが作

成した本を設置していただくことで、私たちが新しく得た香川に関する興味深い内容、ま

た香川県、香川大学の魅力を、多くの人に伝えることができると期待できます。また、県

内の高校訪問の際に、高校生と英語でコミュニケーションをしたことで、高校生の英語に

対する苦手意識を低減することができたと思います。 

 

 

高松高校でのプレゼンテーション、英語での交流 



 

 

 

また、高松高校訪問についての記事が 2015 年２月 18 日(水)の毎日新聞に掲載され、高

松高校だけでなく、県内の高校生に私たちの活動について知っていただけ、この本に興味

を持ってくれることが期待されます。 

 毎日新聞に掲載された記事 

 

 

５．自分たちの学生生活に与えた影響や効果等 
このプロジェクト事業を実施したことにより、香川についてより深く新しい情報を知る

ことができました。また、我が香川大学農学部で行われているおもしろい研究内容を詳し

く知ることができ、農学部で行われている研究にさらなる魅力を感じました。全文英語本

の作製プロジェクトを通して、英語で正しくわかりやすい文章を書く作業を何度も繰り返

したおかげで、このプロジェクトメンバーの英語力や英語に対する自信は格段に上がった

と自信を持って言えると思います。そのため、高校生の前で行ったプレゼンテーションで

も、英語で話すことに対する苦手意識をあまり感じることなく、スムーズに発表すること

ができました。また、今後の英語の勉強意欲も強まり、様々な研究分野への興味も広がり

ました。 

 
 
６．反省点・今後の抱負（計画）・感想等 

 本を作製するということは、本に記載する内容を準備するだけではなく、本作製には様

々な知識や必要であることを学びました。この１冊の本を作製するために、たくさんの方

々に協力していただきました。また、本が全文英語ということで、さらに難易度が上がり、

本作製にこのプロジェクトのほとんどの時間を費やしました。本に掲載する内容をめぐり

メンバー内で何度も討論を繰り返し、また英語の文法校正を本当に何度も繰り返しました。



 

 

本が完成するまでは、本当に大変な作業が続きましたが、最終的に自信の持てる内容に仕

上がり、メンバー全員で大きな達成感を得ることができました。まだ高校訪問が残ってい

ますので、私たちの本を通して、香川県、香川大学の魅力についてしっかりと伝えられる

ようなプレゼンテーションができるように練習を重ねていく予定です。このプロジェクト

を通して、目標としていた、高校生の英語に対する苦手意識を改善するだけではなく、私

たちプロジェクトメンバー自身の英語への意識も変わりました。今後も、このプロジェク

トで得た自信を持ち続けられるように、英語を楽しく勉強していきたいと思います。 

 

 

７．実施メンバー 

  代表者 橋井 圭介（農学部３年） 

  構成員 長谷川友美（農学部３年）  遠山  拓（農学部３年） 

      谷口 百英（農学部３年）  井手上奈央（農学部３年） 

      石原亜由美（農学部２年）  門田  舞（農学部２年） 

      豊永 大地（農学部２年） 


